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定 例 会

677万円
子育て世代応援充実4Pickup

　旅館などから出る生ごみを堆肥
化する事業を旧アスド会館体育館
で行います。事業は民間会社に委
託し、当面は稲取地区の宿泊施設
を対象として、ごみの減量化と循
環社会に向けた取り組みを行いま
す。

ごみ堆肥化事業1Pickup

4,270万円
　50歳以上の方を対象に、帯
状疱疹ワクチンの接種費用を１
回につき4,000円助成します。

234万円
帯状疱疹予防接種費用助成3Pickup

循環社会の推進　　　第１回
定例会

令和６年度一般会計予算を可決

定例会の
あらまし

と町民生活の応援
　令和６年第１回定例会を３月６日から21日までの
７件、各会計の補正予算７件、新年度予算８件、人事

16日間の日程で開催し、補正予算・条例改正の専決承認２件、条例改正
案件２件、議員発議１件を可決しました。

旅館から出た生ごみを堆肥化

　65歳以上の方の補聴器
購入費用の２分の１（上限
３万円）を補助します。
※医師の診断書が必要

高齢者補聴器購入費助成2Pickup

150万円

補聴器購入の補助をします

帯状疱疹ワクチン接種に補助します

物価高騰も見据えた見直し

　小・中学生の給食費補助を
月500円から1,000円に拡大し、
チャイルドシート・ベビ－カー
購入費補助金を増額します。ま
た、妊娠時に５万円、出産時に
５万円を支給します。（子宝祝
金と合わせて受給できます。）

令和６年度予算は広報ひがしいず
４月号で見ることができます。
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予 算 審 査

令和６年度

予算
可決

さらなる実績検証を
予算審査

特別委員会
意見を付して予算を可決

　第１回定例会で提出された令和６年度一般会計・特別
会計の当初予算を予算審査特別委員会に付託し、３月８
日、11日、12日、18日の４日間にわたり審議しました。 
審議の結果、以下の意見を付して可決しました。

CATV広報委託料について提言１
　町公式 You Tube チャンネルへの本格的な動画投稿の機会が増えているが、今後、動画の撮影及
び編集本数が増えるようであれば、内容に見合う委託料への見直しを検討されたい。

無人航空機操縦士等受講負担金について提言２
　町が所有するドローンの活用は、イベント等での撮影に加え、災害時にも被災状況を迅速に確認
できるなど、状況把握において大きな意義を持つ。令和６年度は、県補助金の終了に伴い、予算計
上はされていないが、災害発生を考慮し、継続的な人材育成に努められたい。

災害時避難行動要支援者支援事業について提言３
　災害時における高齢者の避難においては、津波、家屋倒壊等、被災状況に応じた支援が求められ
ることから、個別計画だけでなく、避難後のフォロー及びサポートについての具体的な計画も検討
されたい。

保健事業と介護予防等の一体的実施事業について提言４
　本事業は健康寿命の延伸や将来的な医療費・介護費の抑制のため、非常に重要な事業である。一
方、これまで町独自に確立してきた健康増進事業やフレイル対策等の既存事業も現状において同様
に重要な役割を果たしているため、両事業の両立並びに更なる充実に向けて、マンパワーの確保も
含めしっかりと取り組まれたい。

東伊豆幼稚園における園庭の芝生化について提言５
　園庭の芝生化は、裸足での運動、ほこりの飛散防止などの有効かつ有益な面もあるが、動物の糞
尿、雑草等に悩ませられるという問題もある。芝生化を進めるにあたっては、適正な管理計画及び
維持管理に対する支援体制を確立して事業を実施されたい。

老朽管路の更新及び基幹管路の耐震化について提言６
　本予算では、老朽化した配水管の布設替え工事に係る予算が計上されていない。財源的な面での
懸念はあるが、有収水量（有収率）の低下に加え、能登半島地震における断水の状況を踏まえると、
老朽管路の更新及び基幹管路の耐震化への取り組みは、安定した町民生活を確保するために極めて
重要であることから、計画的に整備を図るよう強く求める。

議員からの質疑（抜粋）

令和６年度東伊豆町一般会計予算に対する附帯決議

ユニバーサルデザイン
庁舎内ユニバーサルデザイン化対策工事の内容は。
補助を受け、庁舎及び立体駐車場のトイレを洋式化する内容となる。

Ｑ

Ａ
　
出産子育て

出産・子育て応援交付金の内容及び子宝祝金との違いは。
出産・子育て応援交付金は国・県の補助事業で妊娠時５万円及び出産時５万円を支給する内容
であり、子宝祝金は町の単独事業で対象者は両事業の給付を受けることができる。

Ａ
　

Ｑ

観光対策
観光対策事業補助金の増額内容は。
熱川温泉の九

きゅう

份
ふん

化計画事業、どんつく祭り、夏季の熱川海岸ごみ処分等によるものが主な内容。Ａ
　

Ｑ

国民健康保険
標準保険料率統一化についての考え方は。
国民健康保険の加入者は、今後も減少していく。保険料率が統一された場合、当町の保険税は
増額となる見通しであり、被保険者の負担軽減に鑑み、基金を繰り入れて段階的に引き上げた
いと考える。

Ｑ

Ａ
　

新白田浄水場建設予定地既存構造物撤去工事等、約１億５千万円の工事内容は。
白田地区に町が所有する旧百山荘の家屋、立木、転石等のすべてを撤去する５件の工事の合計。

水道事業
Ｑ

Ａ
　

高齢者の保健事業と介護予防等の一体的な実施事業の内容は。
高齢者が集まる場所に歯科衛生士や保健師が出向き、オーラルフレイル予防を実施する。
口の筋肉を鍛える吹き戻しを使って、口の体操やフッ素洗口を行う内容となる。

健康づくり
Ｑ

Ａ
　

１. 域内交通実証事業について
　同事業については、委託料として１千500万円が計上されているが、令和５年度の下半期に
行われた実証実験の結果を踏まえ、令和６年度に予定する実証実験の見直しに触れる答弁が
あった。令和６年度予算可決後にはなるが、早急に実証事業の内容を見直し、議会との協議に
よる合意形成を図った後に、事業を実施するよう求める。　　　
２. 町民が主体となるまちづくりへ
　町は、外部からのアドバイスや提言を受けて事業実施を図る手法並びに大学、民間等と連携
しつつ事業を進める手法を取り入れており、町の発展に寄与している。一方で、事業に至るま
でのプロセスが町民に分かりづらいため、今後はイベント等を含め、事業の分かり
やすい周知に努めるとともに、各分野における町民参画の機運を高めて、町民が主
体となるまちづくりに取り組むことを求める。 附帯決議についてはホームページで確認できます。

町政・議会＞議会＞陳情・要望＞意見書・決議書
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ここが聞きたいここが聞きたい 一 般 質 問

健康づくりには年代による
切れ目のない対応が重要

Ｑ

Ａ
専門職を含めた人員不足への対応は
DX活用による負担軽減も含め検討していく

「学ぶ」と「休暇」の
両立が大切

Ｑ

Ａ
平日に学校を休める制度を導入しては
先行する地域の動向を注視し検討を進めたい

　
　
観
光
で
成
り
立
っ
て
い

る
我
が
町
で
は
、
土
日
や
休

日
に
仕
事
で
家
族
と
過
ご
す

こ
と
の
で
き
な
い
家
庭
が
多

い
。
平
日
に
学
校
を
休
ん
で

も
欠
席
扱
い
に
し
な
い「
ラ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
日
」
制
度
等

を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

は
、「
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
学
習
）」

と「
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン（
休
暇
）」

を
合
わ
せ
た
言
葉
で
、
児
童

生
徒
が
保
護
者
の
休
暇
に
合

わ
せ
て
平
日
に
学
校
を
休
ん

で
も
欠
席
扱
い
に
せ
ず
、
家

族
と
の
時
間
を
過
ご
し
な
が

ら
自
主
的
な
学
び
を
得
る
こ

と
を
推
奨
す
る
制
度
で
あ

り
、
愛
知
県
で
は
２
０
２
３

年
度
よ
り
導
入
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
こ
の
制
度
は
近
年

始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
欠
席

の
日
の
勉
強
の
遅
れ
を
ど
う

す
る
か
な
ど
の
課
題
や
、
学

校
と
家
庭
そ
し
て
子
ど
も
た

ち
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ

る
か
、
ま
だ
わ
か
ら
な
い
部

分
も
多
い
の
で
、
先
行
す
る

地
域
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

西
にし

塚
づか

　孝
たか

男
お

議員

　
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

係
に
つ
い
て
、
今
年
は
１
名

の
増
員
を
予
定
し
た
も
の
の

補
充
に
至
ら
な
か
っ
た
と
伺
っ

て
い
る
が
そ
の
後
の
状
況
は
。

　
　
令
和
６
年
度
に
つ
い
て

は
新
た
に
有
資
格
者
１
名
を

雇
い
、
補
充
す
る
こ
と
が
決

定
し
た
。

　
　
保
健
予
防
係
と
健
康
増

進
係
を
統
合
し
た
上
で
体
制

と
し
て
は
１
名
減
員
、
そ
の

部
分
は
一
体
運
営
に
よ
る
効

率
化
と
い
う
と
こ
ろ
で
カ
バ

ー
す
る
と
い
う
よ
う
な
説
明

を
聞
い
た
。
率
直
な
印
象
と

し
て
統
合
に
よ
る
効
果
と
減

「より良く成長するため」に
早期支援はとても大切

Ｑ

Ａ
発達障がい児の支援は
障がいの有無で隔てずともに成長できる方法で進めたい

　
　
子
ど
も
達
の
10
人
に
１

人
が
発
達
障
が
い
の
可
能
性

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る

が
、
当
町
の
現
状
は
。

　
　
健
診
等
で
例
年
10
人
～

16
人
程
度
の
子
に
発
達
障
が

い
の
可
能
性
が
見
受
け
ら
れ

る
。

　
　
課
題
は
あ
る
か
。

　
　
保
護
者
の
受
け
止
め
方

な
ど
で
支
援
に
繋
が
ら
な
い

ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　
　
早
期
発
見
・
早
期
療
育

が
非
常
に
重
要
と
さ
れ
る

栗
くり

原
はら

　京
きょう

子
こ

議員

が
、
早
期
発
見
の
た
め
国
が

進
め
る
５
歳
児
健
診
実
施
の

お
考
え
は
。

　
　
国
か
ら
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
待
ち
、
令
和
７
年
度
か
ら

の
実
施
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　
巡
回
型
支
援
相
談
員
整

備
事
業
の
実
施
は
。

　
　
臨
床
心
理
士
に
学
習
相

談
員
を
委
嘱
し
、
認
定
こ
ど

も
園
・
幼
稚
園
・
各
小
中
学

校
を
年
２
回
程
度
訪
問
し
て

具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
て
い
る
。

　
　
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
や
通
級
指
導
教
室
な
ど
、

子
ど
も
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
合
っ
た
切
れ
目
の
な
い
支

援
は
。

　
　
通
級
指
導
教
室
の
設
置

は
し
て
い
な
い
が
、
幼・小・

中
学
校
に
そ
れ
ぞ
れ
保
育
補

助
員
や
学
習
支
援
員
を
合
計

で
13
人
配
置
し
、
必
要
に
応

じ
て
学
習
の
支
援
を
行
っ
て

い
る
。

員
に
よ
る
デ
メ
リ

ッ
ト
が
相
殺
さ
れ

て
し
ま
い
、
業
務

観光資源の磨き上げの
可能性を持つ熱川海岸の砂浜

Ｑ

Ａ
観光素材磨き上げの考えは
街並み・景観をまちづくりと一体となっての施策が必要

　
　
は
さ
み
石

や
築
城
石
、
シ

ラ
ヌ
タ
大
杉
等

楠
くす

山
やま

　節
せつ

雄
お

議員

が
観
光
素
材
と
し
て
活
用
で

き
る
の
で
は
。

　
　
こ
れ
ま
で
食
や
お
も
て

な
し・イ
ベ
ン
ト
の
開
催
等
、

観
光
関
係
者
の
血
の
に
じ
む

よ
う
な
努
力
で
日
本
有
数
の

観
光
地
を
作
り
上
げ
て
い
た

だ
い
た
と
い
う
認
識
の
一
方

で
、
日
本
の
温
泉
百
選
の
ラ

ン
ク
は
下
向
き
の
状
況
が
続

い
て
い
る
。
諸
先
輩
方
が
築

き
上
げ
て
き
た
取
り
組
み
に

そのほかの

質 問

地
元
桜
の
活
用
は

場
所
も
含
め
環
境
が
あ
る
か
を

検
討
す
る

孤
立
化
対
策
と
し
て
の
道
路
整

備
は

土
木
事
務
所
、
伊
東
市
等
と
も

話
し
合
い
を
続
け
て
い
る

ＱＡＱＡ

Ａ

ＱＡ 加
え
、
ま
さ
に
観
光
素
材
の

磨
き
上
げ
が
必
要
で
、
ご
提

案
の
も
の
は
東
伊
豆
町
に
し

か
な
い
自
然
遺
産
で
あ
り
、

今
後
活
用
し
て
観
光
に
結
び

付
け
て
い
く
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
こ

う
し
た
資
源
を
生
か
し
観
光

振
興
に
つ
な
げ
る
よ
う
幅
広

く
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
当
町
で
唯
一
の
砂
浜
を

有
す
る
熱
川
海
岸
の
砂
浜
活

用
の
お
考
え
は
。

　
　
自
治
体
主
導
で
と
い
う

こ
と
だ
と
思
う
が
、
二
者
択

一
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

意
思
決
定
が
行
政
だ
と
し
て

も
民
間
も
含
め
連
携
し
な
が

ら
検
討
を
重
ね
、
お
互
い
に

補
完
し
合
い
な
が
ら
よ
り
良

い
も
の
を
創
り
あ
げ
て
い
く

ス
タ
イ
ル
を
目
指
し
て
い
き

た
い
。

Ｑ

ＱＱＡＱ

Ａ ＱＡＡ Ｑ

Ａ

そのほかの

質 問

地
震
時
の
電
気
火
災
を
防
ぐ
感

震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
整
備
に
あ
た

り
、
補
助
制
度
を
導
入
す
る
考

え
は

Ｑ
機
能
や
コ
ス
ト
、
各
家
庭
の
状

況
等
を
総
合
的
に
検
討
し
た
上

で
進
め
て
い
き
た
い

Ａ

ＱＡ
　

稲
いな

葉
ば

　義
よし

仁
ひと

議員

水
準
が
向
上
す
る
の
か
不
安

を
感
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
。

　
　
事
業
の
実
施
方
法
や
役

割
分
担
等
の
見
直
し
を
通
じ

て
更
な
る
連
携
を
図
る
こ
と

に
加
え
、
雇
い
上
げ
の
栄
養

士
の
活
用
に
よ
る
体
制
の
補

強
も
予
定
し
て
お
り
、
十
分

対
応
可
能
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
フ
レ
イ
ル
対
策
等
の

部
分
で
実
質
の
事
業
は
増
加

し
て
い
く
と
推
測
さ
れ
、
栄

養
士
間
の
ス
キ
ル
の
平
準
化

や
後
継
者
の
育
成
と
い
っ
た

視
点
か
ら
も
係
の
統
合
は
有

効
と
考
え
て
い
る
。

　
　
今
回
の
機
構
改
革
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
係
や
健
康
増
進

係
等
が
必
要
に
応
じ
連
携
し

て
行
っ
て
き
た
介
護
予
防
関

連
の
事
業
に
変
化
は
生
じ
る

の
か
。

　
　
従
来
か
ら
の
相
談
事
業

や
各
種
教
室
等
で
の
連
携
等
、

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
こ
と

は
し
っ
か
り
と
継
続
し
て
い

く
。

ＡＡ Ｑ

Ｑ Ａ Ｑ
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一 般 質 問ここが聞きたいここが聞きたい

Ｑ

Ａ
ふるさと納税担当職員の増員は
係を設置して２名の職員で体制強化を図る

Ｑ

Ａ
賀茂郡への支援を確保する道路を
必ず実現させる覚悟で取り組む

　
　
能
登
半
島
地
震
後
、
町

か
ら
南
進
の
道
路
と
言
っ
て

い
る
が
そ
の
構
想
は
。

　
　
町
は
、
国
道
だ
け
で
な

く
色
々
な
形
で
繋
が
っ
て
い

る
こ
と
が
大
事
で
、
北
進

（
伊
東
市
）・南
進
（
河
津
町
）

と
も
に
早
急
に
繋
げ
て
い
き

た
い
。

　
南
進
は
、
賀
茂
農
林
事
務

所
が
調
査
し
た
田
中
方
面
に

向
か
う
道
の
実
現
を
進
め
て

い
き
た
い
。
た
だ
両
方
向
と

も
隣
接
市
町
の
区
域
を
通
る

その先が待たれる道路
（河津町見高長野地区付近）

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
係
を
増

員
す
る
効
果
は
。

　
　
町
の
大
き
な
収
入
源
に

な
り
好
循
環
が
生
ま
れ
始
め

て
い
る
。
財
源
を
有
効
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
、
必
要
な

政
策
を
新
規
に
行
う
こ
と
が

で
き
る
事
か
ら
、
現
状
１
名

で
課
内
の
他
の
業
務
と
の
掛

け
持
ち
だ
っ
た
の
で
更
に
力

を
注
ぐ
た
め
に
係
を
設
置
し

て
積
極
的
に
取
り
組
む
。

　
　
今
後
の
仕
事
内
容
は
。

　
　
農
業
や
漁
業
な
ど
の
１

次
産
業
か
ら
発
展
し
た
６
次

山
やま

田
だ

　豪
ひで

彦
ひこ

議員

山
やま

田
だ

　直
なお

志
し

議員

概ね好評だったイナヅマシャトル
来年度の運行は白紙

Ｑ

Ａ
稲取地区のオンデマンド交通の成果は
297人が乗降しほぼ目的を達成した

　
　

今
後
、

こ
の
事
業

を
ど
う
検

討
し
て
い

く
の
か
。

　
　
停
留
所
の
場
所
や
高
齢

者
、
観
光
客
へ
の
周
知
が
課

題
で
あ
る
。
今
後
の
実
施
に

つ
い
て
は
運
転
手
不
足
な
ど

も
考
慮
に
入
れ
総
合
的
に
判

断
し
た
い
。

　
　
本
格
導
入
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

　
　
い
ま
の
と
こ
ろ
白
紙
だ
。

　
　
２
月
中
の
ノ
ッ
カ
ル
の

利
用
者
は
ど
れ
ほ
ど
い
た
か
。

ま
た
、
利
用
目
的
で
多
い
の

は
何
か
。

　
　
21
人
い
て
18
回
の
利
用

だ
っ
た
。
自
宅
付
近
か
ら
駅

ま
で
の
利
用
が
多
か
っ
た
。

　
　
ノ
ッ
カ
ル
の
説
明
会
で

整備効果のイメージ

Ｑ

Ａ
津波対策と地区協議会への対応は
多重防護により津波防災地域づくりを推進

　
　
協
議
会
の
対
策
方
針
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

　
　
各
地
区
の
結
果
を
尊
重

し
事
業
を
進
め
て
い
る
。
法

改
正
や
社
会
情
勢
の
変
化
等

で
見
直
し
等
が
必
要
と
な
れ

ば
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
。

　
　
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
へ
の

対
応
は
。

　
　
令
和
４
年
度
に
作
成
配

布
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

浸
水
区
域
と
避
難
経
路
を
示

し
た
。
各
自
主
防
災
会
が
実

施
す
る
地
域
防
災
訓
練
等
で

訓
練
の
大
津
波
警
報
を
発
令

し
、
海
岸
付
近
か
ら
高
台
へ

の
避
難
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　
観
光
客
、
来
訪
者
へ
の

避
難
路
の
案
内
は
。

　
　
海
岸
付
近
に
津
波
避
難

案
内
看
板
を
設
置
し
て
い

る
。
老
朽
化
対
策
と
し
て
は

新
年
度
に
交
換
す
る
予
算
措

置
を
し
た
。
片
瀬
区
、
東
区

に
は
蓄
光
の
案
内
看
板
を
設

置
し
て
い
る
。

　
　
稲
取
漁
港
の
「
粘
り
強

い
構
造
」
へ
の
改
良
は
。

　
　
県
は
、
第
１
北
防
波

堤
・
第
２
北
防
波
堤
の
補
強

に
向
け
た
実
施
設
計
を
令
和

６
年
度
に
、
７
年
度
以
降
に

工
事
を
予
定
し
て
い
る
。
南

防
波
堤
・
東
防
波
堤
は
順
次

実
施
す
る
予
定
。
東
区
の
堤

防
嵩
上
げ
対
策
は
実
施
設
計

を
行
っ
て
い
る
。

の
で
、
市
町
の
調
査
と
協
力

が
必
要
で
あ
る
。

　
　
県
の
被
害
想
定
で
は
、

国
道
４
１
４
号
及
び
１
３
６

号
は
１
週
間
以
上
の
被
害
が

発
生
し
、
賀
茂
郡
が
孤
立
す

る
事
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
中
、
重
要
な
役
割
を
担

う
国
道
１
３
５
号
は
３
日
か

ら
１
週
間
程
度
の
被
害
、
河

津
町
方
面
へ
は
未
定
の
ま
ま

で
あ
る
。
北
進
も
南
進
も
町

だ
け
で
な
く
、
賀
茂
郡
全
体

に
と
っ
て
の
救
命
と
復
旧
復

興
の
道
と
考
え
る
。
賀
茂
郡

の
市
町
と
連
携
し
て
実
現
い

た
だ
き
た
い
。

　
　
市
町
の
首
長
間
で
は
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
事

が
重
要
だ
と
の
認
識
は
共
有

さ
れ
て
い
る
。
南
進
の
調
査

さ
れ
た
区
間
は
必
ず
実
現
さ

せ
る
覚
悟
で
取
り
組
ん
で
い

く
。

ふるさと納税イメージ

鈴
すず

木
き

　伸
のぶ

和
かず

議員

産
業
の
部
分
に
伸
び
し
ろ
が

あ
り
、
こ
の
部
分
に
力
を
注

ぎ
た
い
。
業
務
は
新
た
な
返

礼
品
の
研
究
、
工
夫
が
主
と

な
る
。
開
発
や
宣
伝
方
法
に

つ
い
て
は
、
ど
う
い
っ
た
露

出
が
効
果
的
か
調
査
、
研
究

し
て
い
く
。
各
種
産
業
の
活

性
化
や
発
展
に
繋
が
る
よ
う

役
場
を
横
断
的
に
組
織
さ
れ

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の

残
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
哲
学
や

手
法
を
引
き
継
い
で
い
き
た

い
。

　
　
先
進
地
等
へ
の
研
修
は
、

考
え
て
い
る
か
。

　
　
必
要
な
も
の
が
あ
れ
ば

行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
し
、

経
験
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

須
す

佐
さ

　衛
まもる

議員

Ａ
　

Ｑ

Ａ Ｑ

ＱＡ

ＱＡＱＡ

そのほかの

質 問

老
朽
水
道
管
の
割
合
が
38
・
4

％
と
県
平
均
を
大
き
く
超
え
て

い
る
が

Ｑ
改
修
に
は
多
額
の
費
用
が
掛
か

り
料
金
の
見
直
し
が
必
要

Ａ

は
別
荘
や
マ
ン

シ
ョ
ン
の
住
民

の
関
心
が
高
か
っ
た
よ
う
だ
。

管
理
組
合
等
と
の
連
携
は
。

ま
た
事
業
拡
大
に
向
け
た
方

針
は
。

　
　
十
分
に
考
慮
し
て
展
開

し
て
い
る
。
別
荘
地
域
は
域

内
に
運
転
手
が
見
つ
か
る
と

運
用
し
や
す
く
な
る
。
次
年

度
は
町
内
全
域
へ
の
拡
大
を

目
指
し
た
い
。

　
　
ノ
ッ
カ
ル
の
町
民
ド
ラ

イ
バ
ー
は
４
人
で
、
町
の
職

員
も
受
け
持
っ
て
い
る
よ
う

だ
が
。

　
　
民
間
の
送
迎
ド
ラ
イ

バ
ー
や
商
店
ド
ラ
イ
バ
ー
の

方
に
も
声
掛
け
し
て
確
保
し

た
い
。

　
　
万
が
一
、
事
故
に
遭
遇

し
た
と
き
の
保
険
の
問
題
は

大
丈
夫
か
。

　
　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
保
険
を

利
用
す
る
こ
と
が
基
本
で
、

万
が
一
期
限
切
れ
な
ど
が
発

生
し
た
場
合
は
町
の
保
険
で

対
応
す
る
。

Ｑ

ＡＱＡＱＡＱ

Ａ
　

ＱＡＱＡ

ＱＡＡ Ｑ

そのほかの

質 問

担
当
課
と
相
談
し
な
が
ら
適
切

な
対
応
を
図
っ
て
い
く

Ａ
白
田
川
橋
周
辺
道
路
の
安
全
対

策
は

Ｑ
継
続
事
業
の
中
断
は
今
こ
こ
で

判
断
で
き
な
い

Ａ
湯
ヶ
岡
赤
川
線
の
一
時
中
断
は

Ｑ

Ａ ＱＡ Ｑ

寄附
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定 例 会議 員 研 修 会

第１回定例会の議案と各議員の 賛 否 〇  賛成　×  反対

※議長は採決に加わらない　

議　案　名 採決結果
山
田
豪
彦

鈴
木
伸
和

楠
山
節
雄

笠
井
政
明

稲
葉
義
仁

栗
原
京
子

西
塚
孝
男

須
佐　

衛

村
木　

脩

内
山
愼
一

定
居
利
子

山
田
直
志

議　員　発　議

発議第１号　議案第14号令和６年度一般会計予算に対
する附帯決議 可決（９：２） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 ╳ ╳ 〇 〇

条例の一部改正等

専決承認第１号　手数料徴収条例の一部改正 承認（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案第１号　会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関
する条例の一部改正 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第２号　地方自治法等の一部を改正する法律の施行
に伴う関係条例の整備に関する条例 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第３号　介護保険条例の一部改正 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案第４号　漁港管理条例の一部改正 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案第５号　水道事業給水条例の一部改正 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案第６号　町公営企業職員の給与の種類及び基準に関
する条例の一部改正 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第22号　町指定地域密着型サービスの事業の人員、
設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

補　正　予　算

専決承認第２号　令和５年度一般会計補正予算（第６号） 承認（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案第７号　令和５年度一般会計補正予算（第７号） 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案第８号　令和５年度国民健康保険特別会計補正予算

（第４号） 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第９号　令和５年度後期高齢者医療特別会計補正予
算（第２号） 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第10号　令和５年度介護保険特別会計補正予算（第
３号） 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第11号　令和５年度稲取財産区特別会計補正予算
（第１号） 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第12号　令和５年度幼児教育アドバイザー共同設置
事業特別会計補正予算（第１号） 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第13号　令和５年度水道事業会計補正予算（第４号） 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

予　算　審　議

議案第14号　令和６年度一般会計予算 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案第15号　令和６年度国民健康保険特別会計予算 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案第16号　令和６年度後期高齢者医療特別会計予算 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案第17号　令和６年度介護保険特別会計予算 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案第18号　令和６年度稲取財産区特別会計予算 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案第19号　令和６年度風力発電事業特別会計予算 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案第20号　令和６年度幼児教育アドバイザー共同設置
事業特別会計予算 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第21号　令和６年度東伊豆町水道事業会計予算 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

同　　意　　案

同意案１号　固定資産評価審査委員会委員の選任 同意（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
同意案２号　教育委員会教育長の任命 同意（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※

河津町議会議員と合同で研修会を開催

一部事務組合からのお知らせ
下田メディカルセンター

　２月６日、河津町・東伊豆町議会議員
が合同で研修会を開催しました。開催に
あたり、早稲田大学マニフェスト研究所
の招

しょう

聘
へい

研究員で前大津市議会局長の清水
克士先生を講師としてお招きし、「議会
を改革すべき本質とは何か？」をテーマ
にお話を伺い、議会改革の目的や方向性、
課題等について意見を交わしました。

地域住民のための議会改革を

　何を目指して改革すべきなのか、指針を示し

てほしいとのオーダーを受けて、河津町・東伊

豆町議会議員交流会主催の研修会でお話しして

きました。

　両町議会合同の交流会は31回目で、この交

流によりお互いに切磋琢磨されてきたとの説明

に偽りはなく、研修後の意見交換会でも両議会

議員からの質問は途切れない熱心さでした。

　もう少し時間はかかるかもしれませんが、こ

こは大化けするかもです。

清水先生からの感想（SNSより）

　ごみ処理場については、焼却炉の長寿
命化に向けた補修工事及び料金徴収機の
インボイス対応修繕等を実施しました。
　また、し尿処理場は、基幹的設備改良
工事が令和５年度に完了しました。

東河環境センター
　常勤医師を２名増員し、不在となって
いた整形外科の医師を４月から確保しま
した。また、昨年９月から糖尿病内科が
設置されています。
　なお、旧共立湊病院の解体工事が昨年
10月から始まり、本年11月に完了の予定
です。

伊豆斎場
　待合室の段差部分に追加の段差と手す
りを付けました。併せて多目的トイレを
どなたでも利用できるよう促す表示板を
設置しました。

駿東伊豆消防
　能登半島地震の発生に伴い、消防庁か
らの指示により緊急消防援助隊を派遣し
ています。東伊豆消防署員は救急隊員と
して、第４次から第６次まで各１名、計
３名が派遣されました。
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　今回は、北川温泉で毎月満月の日の15時半から17時に行
われている、ねこさいの日（干物など魚を焼いてふるまうイ
ベント）へ伺いました。
　イベントは、旅館組合の近藤組合長の挨拶と一般来場者も
加わった二礼二拍手一礼で始まりました。
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編集後記
　
能
登
半
島
地
震
に
よ

り
被
災
さ
れ
た
皆
様

に
、
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。
東
日

本
大
震
災
か
ら
十
三

年
、
熊
本
地
震
か
ら
八
年
、

こ
の
先
い
つ
起
き
て
も
お
か

し
く
な
い
大
地
震
に
備
え
、

皆
さ
ま
の
「
我
が
家
の
地
震

対
策
」
の
再
チ
ェ
ッ
ク
を
是

非
お
願
い
し
ま
す
。

  

新
し
く
策
定
さ
れ
た
「
東

伊
豆
町
ま
ち
づ
く
り
総
合
指

針
」
の
下
で
新
年
度
が
動
き

始
め
ま
し
た
。
オ
ー
ル
東
伊

豆
で
町
民
の
皆
さ
ま
と
共
に

ま
ち
づ
く
り
の
一
端
を
担
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
お
気
づ
き

の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

お
近
く
の
町
議
会
議
員
に
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。（

鈴
木
）

ふるまいの様子

　
北
川
漁
港
で
は
昔
か
ら
定

置
網
漁
が
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
魚
の
集
ま
る
と
こ
ろ
を

『
ね
』
と
言
い
、
定
置
網
を

仕
掛
け
る
こ
と
が
『
ね
』
を

つ
く
る
『
ね
こ
さ
え
』
と
言

わ
れ
、
そ
れ
が
訛
り
『
ね
こ

せ
ぇ
』そ
し
て『
ね
こ
さ
い
』

と
な
っ
た
そ
う
で
す
。
平
成

12
年
か
ら
『
さ
か
な
祭
り
』

の
名
称
で
始
ま
り
、
平
成
22

年
か
ら
『
ね
こ
さ
い
の
日
』

に
な
り
ま
し
た
。

︱
ど
ん
な
思
い
で
活
動
を

ねこさいの日の始まり！

︱
「
ね
こ
さ
い
」
っ
て
何
で
す
か

︱
今
後
の
展
望
は

　
２
０
０
７
年
に
立
ち
上
げ

た
『
Ｉ
Ｏ
Ｆ
』
伊
豆
海
洋
保

護
基
金
の
募
金
活
動
に
も
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
で
す
。

最
近
で
は
伊
豆
山
地
区
の
漁

業
関
係
者
の
支
援
に
20
万
円

を
寄
付
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル

や
ク
ッ
キ
ー
は
ふ
る
さ
と
納

税
の
返
礼
品
と
し
て
更
に
知

名
度
を
上
げ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

皆さん楽しそうです

　
寄
付
金
を
集
め
、
昨
年
新

設
さ
れ
た
ね
こ
さ
い
広
場
に

『
幸
せ
を
呼
ぶ
』
と
い
う
モ

開発したクラフトビール

ニ
ュ
メ
ン
ト
が
で
き
ま
し
た
。

２
０
０
人
く
ら
い
の
少
な
い

区
民
で
す
が
、
地
域
が
一
体

と
な
り
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

北
川
ム
ー
ン
ロ
ー
ド
は
、『
日

本
百
名
月
』
に
認
定
さ
れ
、

そ
れ
に
ち
な
ん
で
ク
ラ
フ
ト

ビ
ー
ル
や
ク
ッ
キ
ー
な
ど
の

関
連
商
品
の
開
発
に
も
携
わ

り
ま
し
た
。
ね
こ
さ
い
の
日

は
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
い
う

よ
り
、
区
民
み
ん
な
で
参
加

で
き
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
に

し
て
い
き
た
い
で
す
。
今
日

も
小
学
生
の
頃
に
来
て
イ
ベ

ン
ト
を
手
伝
っ
た
こ
と
の
あ

る
神
奈
川
の
大
学
生
が
友
人

を
連
れ
て
遊
び
に
来
て
く
れ

て
、
当
時
の
話
を
し
な
が
ら

楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
ま
し

た
。


